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被保険者数
	 男	 3,091 人
	 女	 2,720 人
	 計	 5,811 人

平均標準報酬月額事業所数

9 事業所

被扶養者数
1,104 人

１人当たり扶養率
0.19 人

介護保険第２号被保険者数

	 　	 1,175 人
　男  332,657 円
　女  266,599 円
平均 301,737 円

公告第288号　
新年度の健康保険料率および介護保険料率について
　令和6年度の健康保険料率は9.4％とし、前年度から変更ありません。
　介護保険料率は1.6％とし、0.14％引き下げました。
　令和6年3月1日（令和6年3月分保険料、ただし任意継続被保険者に
ついては令和6年4月1日）から実施します。

健康保険料率 介護保険料率
新料率 旧料率 新料率 旧料率

被保険者 47.000/1,000 47.000/1,000 8.000/1000 8.700/1,000
事 業 主 47.000/1,000 47.000/1,000 8.000/1000 8.700/1,000
合    計 94.000/1,000 94.000/1,000 16.000/1000 17.400/1,000

内訳は次のとおりとなります。
・一般保険料率　92.70/1000　
　基本保険料率　45.92/1000　特定保険料率　46.78/1000
・調整保険料率　 1.30/1000

公告第289号　
任意継続被保険者の
新年度保険料について
　令和6年度の任意継続被保険者の標準報酬月額
は300,000円です。保険料は以下のとおりです。

　上記標準報酬月額は退職時の標準報酬月額と
当健保組合の平均標準報酬月額（下記金額）を比
べ、いずれか低い方の額を適用します。

（適用期間　令和6年4月1日～令和7年3月31日）

標準報酬
月額 300,000円 ( 第22等級 )

健康保険料
月額 300,000円 ×   94/1,000 ＝ 28,200円

介護保険料
月額 300,000円 × 16/1000 ＝  4,800円

公　　告

※被扶養者でなくなった後に、当健保組合の保険証を使ってしまった場合は、後日、健保組合が負担した医療費等を返還していただくことになるので、ご注意ください。

 就職した・他の健保組合に加入したとき

※65〜74歳の方が一定の障害があると認定され、後期高齢者医
療制度の被保険者になったときも同様。

● 被扶養者となるために同居が条件となる親族が、被保
険者と別居した。

 別居したとき

※ただし、留学する学生、海外赴任に同行する家族、ワーキングホ
リデーなど、一時的に海外に渡航している場合は、被扶養者とし
て認められる。

 国内居住要件を満たさなくなったとき

● 被扶養者の年間収入が130万円（60歳以上または障害
がある場合は180万円）以上見込まれる、または被保
険者の収入の1/2以上になった（同一世帯の場合）。

 収入が増えたとき

● 被扶養者が基本手当日額3,612円（60歳以上または障
害がある場合は5,000円）以上の雇用保険の失業給付
金を受給することになった。

 失業給付金を受給したとき

届出をお忘れなく被扶養者に異動があったら、

　健保組合の被扶養者がパートなどで働くとき、収入要件を超えると社会保険料を負担することになるため、就業調
整をしている方がいます。いわゆる「年収の壁」を意識せずに働けるようにするため、時限措置として次のような施策
が実施されています。

・ 収入が一時的に上がっても、事業主の証
明により一時的な収入の変動と認められる
と、引き続き被扶養者として認定

「130万円の壁」への対応

「年収の壁」への対応

・ 手取り収入を減らさない取り組み※を実施する企業に対
し、労働者 1 人当たり最大 50 万円を国が支援

「106万円の壁」への対応

※社会保険適用促進手当を労働者へ支給（社会保険料の算定対象外）、
　賃上げによる基本給の増額、所定労働時間の延長

詳しくは、厚生労働省「年収の壁・支援強化パッケージ」をご参照ください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/taiou_001_00002.html

 75歳になったとき（後期高齢者医療制度の被保険者になったとき）

こんなときは、被扶養者でなくなるので、異動届を提出してくださいこんなときは、被扶養者でなくなるので、異動届を提出してください


